
悩ましいなぁ…
こんにちは
猿頭★岸です

今日は普段は語ることのない
デザインにまつわる悩みを
ドカッと吐露してみようと思います

 

それは
ズバリ

トレンドとどうつき合うか？

という話です

 

ご存知の通り
MonkeyFlipは「デカクてゴツい」フレームを
ブランドテイストとしています

 

そこに
レーザーやスタッヅといった
ギミックを入れたり

このところでいうなら
カスタムを施していくのが
僕自身好きだし
ブランドとして進む道です

この意味で
この夏にリリースした
flowerの3モデルはまさに
「MonkeyFlipらしい」デザインといえましょう

https://monkeyflip.co.jp/kishi-0824/


 



しかし
眼鏡業界ではここしばらく
クラシックテイストがトレンド

嚆矢となったのは
ウエリントンという形で

そこから
ボストンにうつり

このところは
ラウンドやクラウンパントが
人気になっています



 

ちょっと経営的を書くと

商いって
「風に乗る」ことが大切で

ということはつまり
いまであればクラシックテイストを
リリースするのが商い的には
正解なわけです

 

けれど
クラシックタイプは
どれもデザインとして完成されているので
ギミックを入れる余地が
ほぼほぼないんですね

それでも
奇キや怪カイでは
サイズや素材で遊ぶことで
MonkeyFlipならではを目指しましたが



 

「らしくないね」



と言われることが多く
ダメなのか…と肩を落としてしまったのです

（個人的にはメッチャ気に入っています）

 

 

 

じゃあ逆に
flowerタイプのモデルだけ
リリースを続けていればいいのか？
というと

これが
そうもいかないのです

 

似たようなデザインばかりだと
お客さま的にも刺激がなくなってしまうし

やはりトレンドのフォルムに比べると
セールスの足も遅いし

つくっている僕も
面白くなくなってしまうからです

 

じゃあ
どうトレンドを入れるのか？

 

いや
これ
本当に悩んでしまっています

 



などと
ここで悩みをぶちまけているのは

冬の新型に向かって
グルグルしてしまっているから

 

 

いやぁ
困った

 

さてさて

 

どうするかな…


